―CDとDVDの取り扱い方―

【全般】ディスクには２つの面があります。

■印刷面：のっぺりした、人間が見る面。「レーベル面」ともいう。筆先の柔らかな油性サインペンで見出しを記入できる。レーベル面は弱いので、ボールペンなどは使わない。ラベルや粘着テープも貼らない。

■信号面：キラキラした、機械が読み取る面。「記録面」ともいう。汚したり、傷つけないこと。ホコリが付いたら、メガネ拭き用の柔らかい布でディスクの中心から外側に向かって直線的に拭き取るか、圧縮空気で吹き飛ばす。なお、円周方向に拭くと、データが消える可能性がある。700円ほどで買えるカメラ用のクリーニングセットが便利。しつこい汚れには、800円ほどで買える専用のDVDクリーナーも効果的。
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【ケースから取り出す】

　ケースの中心部を押さえて、ディスクを取り出す。粗悪なケースからは取り出しにくい場合がある。無理な力をかけてディスクを曲げてはいけない。ディスクを持つには、外周の端部と中心の穴を持ち、信号面には触れない。

【保管】

　温度18℃、湿度40%の環境で、一枚ずつプラスチック・ケースに入れて保存するのが最もよい。

(1)高温を避ける：できるだけ30℃以下に保つ。車内への放置、急激な温度変化は危険。

(2)直射日光を避ける：信号面は紫外線に弱い。

(3)ホコリの多い環境を避ける

【寿命】

　DVDの寿命は、その種類、メーカー、保管方法によって異なる。ある報告によれば、国産のDVD-Rを温度30℃、湿度80%という厳しい条件で保存した場合、9～74年と推定された。同じ条件で、DVD-RWは27～1万年と推定された。






